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商品市況展望  

平成 24 年 7 月 22 日記 

 

【『週刊新潮』７月２６日号・抜粋 １／２】  

・６月中旬、京都府宇治市の中心部にある神明皇大神宮の境内で、中３男子５人と女子１人が、放課後、

男子生徒１人の生徒を袋だたきにした  

 →２０分以上も殴る蹴るの暴行を加え、気を失いかけている男子生徒からスクールバッグを奪うと、

火を点けて燃やし、中身の弁当箱・筆箱などは池に投げ捨てた  

 →もっとも執拗に攻撃していた茶髪の生徒は、大津イジメ自殺事件の加害生徒の一人  

・４月に宇治市内の公立中学校に転校して来たころはおとなしかった  

 →５月になると髪を染めたり、下校のときは校門を出た瞬間にタバコを吸い出したりした  

 →このリンチ事件の次の日に教師に呼び出されてからは登校しなくなった（現在の同級生談）  

・リンチされた生徒の父親は、池に捨てられたものを加害生徒たちに１週間くらいかけて拾わせるよう

にした  

 →３日目に教育委員会から中止要請がきた  

 →「宇治市も大津市と一緒や」（被害生徒の父親談） 

 

★ 大津いじめ自殺 「息子は悪くない」加害者の母が撒いたビラ 

 昨年 10 月、滋賀県大津市で市立中学２年の少年が自殺した事件に、日本中が心を痛めている。生

前、少年の必死の訴えは教師は届かず、死後、事件が公になると責任逃れの発言を続ける学校側の対

応に、７月 11 日、滋賀県警はいじめの加害者３人の暴行容疑で中学を家宅捜査する異例の事態とな

った。 

 

 そんななか、加害者の一人であるＡの母親が、信じがたい行動に出ていたことが複数の生徒たちの

証言でわかった。Ａは、主犯格とされる一人。少年とは同じクラスで、父親は京都市内でデザイン会

社を経営。 

母親は当時 PTA の会長だった。 

 

 「昨年秋に開かれた緊急保護者会の前に、Ａ君の母親が校門前でビラを配ったそうです。仲のいい何

人かの親と一緒だったと聞きました」と保護者の一人がいう、そのビラの内容について社会部記者はこ

う話す。 

 

 「そこには『息子の痛みをわかってやれなかったのはそちら（少年の両親）のはず。うちの子が悪い

というのは責任転嫁です』といったことが書かれていたそうです」 

 

 Ａの母親は昨秋の緊急保護者会でもマイクを握り「うちの子は仲よくプロレスごっこをしていただけ

なのに、犯人扱いされて学校に行けなくなった。うちの子が自殺したら、ここにいる保護者や先生の責

任だ」と言い放ったと報じられている。 

 

http://zasshi.news.yahoo.co.jp/article?a=20120717-00000301-jisin-soci 
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>> 2 に続く 

 

 いじめ…｢無視して仲間外れにしたり、ちょっと小突いたり｣だと思っていたのだが、暴行・傷

害・恐喝・窃盗・器物破損などは、こりゃもう｢いじめ｣の範疇じゃなく、普通に犯罪だと思うん

だが…。 

 週刊誌、テレビ、ネットの記事がすべて正しいとは思わないが、最近はここまで子ども、親、

教師、教育委員会とかはひどいのかね。 

 

 

 

〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \4,048 36 \4,049 35 

7 月 18 日 \4,021 -27 \4,022 -27 

7 月 19 日 \3,999 -22 \4,001 -21 

7 月 20 日 \4,001 2 \4,004 3 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『今しばらく逆張り・もみ合いの展開が続くと思われる。超短期

では上昇、中期では戻り売り、長期では上昇という相場を考えている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けは 4,050 円台まで上昇したものの、その後はまた軟化して 4,000

円台を割り込み、引けでは戻るなど、小動きに終始。 

○東京金日足 

…削除済み… 

年初来の高値 4,6544,6544,6544,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,888886868686 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 768 円下げた相場は、戻っても 4,200

円台には戻せず、4,000 円を挟んだもみ合いとなっている。 

 

今週、相場が軟化したのは、バーナンキ FRB 議長の議会証言で、今回も QE3 への言及がなかっ

た事が主因だが、…中略… 

 

相場はいずれ上か、下かに抜けるわけではあるが、今のところはまだそのシグナルは出ていな

い状況だ。 

当方の基本的な考え方は、先週号で紹介したメリマンの見方と同じであり、『今はまだ戻り売

りの時期だが、いずれは高騰するだろう』というものだ。戻り売りの底値は、3,800 円台＝ドル

ベース 1,520 ドル台ではなく、ドルベース 1,200 ドル台辺りを考えているのだが、今のところそ

こまではなかなか下げそうもなく、だから逆に上値も重い展開になっているわけだ。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,001 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,001 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,003 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,005 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,004 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,175 7 月 4 日 \3,961 6 月 29 日 \4,004 

  

○NY 金日足（7/19 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/20202020 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 2.42.42.42.4 ドルドルドルドル高高高高のののの 1515151582.882.882.882.8 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。国内換算価格は 15 時半

比では 3 円安である。 

 

NY 金のチャートは、現状では現状では現状では現状では 1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1111640640640640 ドルドルドルドルででででのもみ合いであるのもみ合いであるのもみ合いであるのもみ合いである。どっちかに抜ける

と相場が走るというのは、相場の鉄則であるが、徐々に三角持ち合いの頂点に差し掛かりつつ徐々に三角持ち合いの頂点に差し掛かりつつ徐々に三角持ち合いの頂点に差し掛かりつつ徐々に三角持ち合いの頂点に差し掛かりつつ

あるあるあるある。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/17171717 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

7/7/7/7/20202020 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、長期的には金の輝きはまだ失われないと考えているが、逆に目先

はまだ弱いとの考えである。戻り売り中心の逆張りでの対処がベターであると見る。 

 

 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \3,616 -11 \3,631 -12 

7 月 18 日 \3,597 -19 \3,613 -18 

7 月 19 日 \3,564 -33 \3,588 -25 

7 月 20 日 \3,577 13 \3,592 4 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『3,500 円台～3,800 円台でのもみ合い継続か。どちらか

に放れるには、何かインパクトのある材料の出現が必要だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、小幅に下落を続けた相場が 3,5743,5743,5743,574 円（円（円（円（7/7/7/7/19191919））））と再び 3,600 円台割れ。しか

しそれ以上の大きな下落にはならず、もみ合いの範囲内での推移。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,499499499499 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 1,090 円下げた相場は、3,83,83,83,863636363 円（円（円（円（6/16/16/16/18888））））まで 364 円

幅（3 分の 1 戻し）を入れ、その後はもみ合いへ。 
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今回は今回は今回は今回は 3333 度目の度目の度目の度目の 3,5003,5003,5003,500 円台へ円台へ円台へ円台への下落であるの下落であるの下落であるの下落である。 

 

今のところ 3,499 円（6/4）は大底だと考えているものの、一方で 4,000 円台に乗せてゆく力

も全くなさそうであり、しばらくは3,500円台～3,800円台でのもみ合いが続くのかもしれない。 

 

なお GMFSGMFSGMFSGMFS はははは 2012201220122012 年の価格予想を、年の価格予想を、年の価格予想を、年の価格予想を、1475147514751475 ドル～ドル～ドル～ドル～1775177517751775 ドルドルドルドルとした。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,577 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,589 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,598 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,499 6 月 4 日 \3,590 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,499 6 月 4 日 \3,593 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \3,855 7 月 5 日 \3,546 6 月 29 日 \3,592 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,592 円（プラチナ）－4,004 円（金）＝－－－－412412412412 円円円円。 

 

－－－－300300300300 円～－円～－円～－円～－404040400000 円でのもみ合い円でのもみ合い円でのもみ合い円でのもみ合いを若干下抜けたが、底抜けするほどの状況にはなっていないを若干下抜けたが、底抜けするほどの状況にはなっていないを若干下抜けたが、底抜けするほどの状況にはなっていないを若干下抜けたが、底抜けするほどの状況にはなっていない。

このサヤ推移も、しばらくはこんなところでの動きを続けるのだろう。今は面白い相場ではない。 

 

結論として当方の相場観は、底は入っていると考えてはいるが、上に行く力もまだ無し。あま

り時間が掛かると、底入れ完了がダマシになるケースもあり、しばらく様子見が正解だろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \30,660 1450 \28,950 1070 

7 月 18 日 \31,100 440 \28,690 -260 

7 月 19 日 \31,100 0 \28,960 270 

7 月 20 日 \31,890 790 \29,070 110 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『29,000 円台で天井を打つのではないかと見ている。来週は天井確認の週

になるのではあるまいか？』とコメントした。 

今週の相場展開は、ついに昨年の高値と同様に 29,000 円台に乗せた。週末には 29,66029,66029,66029,660 円の高円の高円の高円の高

値値値値まで出し、6 月末から始まった急騰はおよそ 8,000 円幅の上げとなっている。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

21,49021,49021,49021,490 円円円円（（（（6/186/186/186/18）→）→）→）→29,66029,66029,66029,660 円（円（円（円（7/7/7/7/20202020）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は 8,1708,1708,1708,170 円に及ぶ円に及ぶ円に及ぶ円に及ぶ。まさに息もつかせぬ

急騰で、8,000 円幅の棒上げとなったわけだ。 

 

週末の高安は、29,660 円→28,610 円であり、上下で 1,000 円以上の動きである。相場は相場は相場は相場は 28,00028,00028,00028,000

円台を超えてから高値乱高下型円台を超えてから高値乱高下型円台を超えてから高値乱高下型円台を超えてから高値乱高下型になってきているわけで、…中略… 

 

当方は、天井圏には入ってきていると考えているが、ここだ！と売るにはまだ決め手がない情

勢であるとの判断だ。 

むしろ今すぐなら、8 月中もホット＆ドライが続く、米国の 55％は干ばつと騒がれている中で

は、瞬間的に売られたところは買った方がマシの状況。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \\\\32,00032,00032,00032,000    7777 月月月月 20202020 日日日日    \21,930 

11 月 28

日 

\31,890 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\\\\29,69029,69029,69029,690    7777 月月月月 20202020 日日日日    \21,060 6 月 4 日 \29,290 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\\\\29,56029,56029,56029,560    7777 月月月月 20202020 日日日日    \20,520 6 月 4 日 \29,200 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\29,41029,41029,41029,410    7777 月月月月 20202020 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \29,120 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\29,57029,57029,57029,570    7777 月月月月 20202020 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \29,100 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\29,66029,66029,66029,660    7777 月月月月 20202020 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \29,070 

  

○シカゴコーン日足（7/19 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/20202020 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、9999 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 16.7516.7516.7516.75 セントセントセントセント高高高高のののの 824.50824.50824.50824.50 セントセントセントセント。高値は 828.75828.75828.75828.75

セントセントセントセントまであり、ついについについについに史上初の史上初の史上初の史上初の 8888 ドル台乗せに相場は上昇ドル台乗せに相場は上昇ドル台乗せに相場は上昇ドル台乗せに相場は上昇。国内換算では 15 時半比 410 円高

である。 

買われている材料は、またも作柄悪化観測と熱波予報。 



 6 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/17171717 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、天井はまだ確認は出来ないが、天井圏に入ってきているという見

方は変わらない。いずれここからの高値は、一発で消す動きとなるだろう。だが短期張りなら、

まだ買った方がマシの状況に変化はない。 

 

 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \57,000 3000 \51,380 860 

7 月 18 日 \57,970 970 \51,280 -100 

7 月 19 日 \58,730 760 \51,530 250 

7 月 20 日 \60,000 1270 \51,440 -90 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『もうぼちぼち天井圏であろうし、ここからの高値はいずれ急落するだろう。

しかしまだ相場に過熱感がないため、ここからの高値というのもまだ相当あって、そこで踏まさ

れてからの下げという考え方も出来るため、資金に余裕のない売りはまだ危険だろう』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、一段高を演じた相場が週末には全限一代高値の更新。先物は先物は先物は先物は 52,00052,00052,00052,000 円台円台円台円台

まで記録まで記録まで記録まで記録であるが、中物・中物・中物・中物・12121212 月限に至っては月限に至っては月限に至っては月限に至っては 63,00063,00063,00063,000 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録である。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

41,75041,75041,75041,750 円（円（円（円（6/46/46/46/4）→）→）→）→52,19052,19052,19052,190 円（円（円（円（7/7/7/7/20202020）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は 10,44010,44010,44010,440 円幅円幅円幅円幅となり、1 万円超の上げ幅

を記録。ただしサヤは中物が高い天狗ザヤとなっているため、中物は優に倍の 2 万円の上げとな

っている状況だ。 

 

先週、一番高いところは 10 月限の 55,900 円であったが、…中略… 

結局これは、需給逼迫懸念で旧穀に買いが入っている事、出来高の薄い中物ゆえ売りが入らな

いこと、一般の諦めの買いが出ること、曲がり屋は中物を売りのまま先にヘッジ買いを入れる傾

向にあること…など複合しているからであろう。 

 

ホット＆ドライホット＆ドライホット＆ドライホット＆ドライ懸念もまだ続いて懸念もまだ続いて懸念もまだ続いて懸念もまだ続いており、おり、おり、おり、在庫率はもともと低い在庫率はもともと低い在庫率はもともと低い在庫率はもともと低い大豆に関しては、この妙なサ大豆に関しては、この妙なサ大豆に関しては、この妙なサ大豆に関しては、この妙なサ

ヤ状態を考えても、とてもじゃないがまだ売れない…というのが正直なところヤ状態を考えても、とてもじゃないがまだ売れない…というのが正直なところヤ状態を考えても、とてもじゃないがまだ売れない…というのが正直なところヤ状態を考えても、とてもじゃないがまだ売れない…というのが正直なところ。 

…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \\\\60,40060,40060,40060,400    7777 月月月月 20202020 日日日日    \35,610 

12 月 15

日 

\60,000 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \\\\61,80061,80061,80061,800    7777 月月月月 20202020 日日日日    \36,410 

12 月 15

日 

\61,790 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \\\\63,38063,38063,38063,380    7777 月月月月 20202020 日日日日    \36,830 

12 月 16

日 

\63,000 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \\\\59,54059,54059,54059,540    7777 月月月月 20202020 日日日日    \41,050 2 月 16 日 \59,410 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\56,00056,00056,00056,000    7777 月月月月 20202020 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \55,940 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\52,19052,19052,19052,190    7777 月月月月 20202020 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \51,440 

 

○シカゴ大豆日足（7/19 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/20202020 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、8888 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 23.7523.7523.7523.75 セントセントセントセント高高高高のののの 1757.501757.501757.501757.50 セントセントセントセント。ついに 17ドル

台に乗せて、更に史上最史上最史上最史上最高値高値高値高値の更新中であるの更新中であるの更新中であるの更新中である。 

国内換算では 220 円高であるが、シカゴは新穀 11 月限が 34 セント高と更に上げている事を考

えれば、東京も更に上昇かもしれない。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/17171717 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、相場格言では｢天狗に買い無し｣とは言うものの、現状の天候や在

庫率を考えると売りにくい。行き着くところまで行かないと、まだ下げない相場であろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 238.6 0.1 250.4 2.5 

7 月 18 日 234.5 -4.1 243.5 -6.9 

7 月 19 日 236.1 1.6 247.5 4.0 

7 月 20 日 234.0 -2.1 245.3 -2.2 

先週号においては『目先は 235 円～255 円での逆張りか。抜けるのなら下の可能性の方がまだ

強そうだが、ゴム独自の材料というよりは、もっとマクロ経済的なもの（欧州債務危機や中国の

景気後退など）で動くと考えておくのが無難だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには 256 円台まで一時上昇するものの、その後は 240 円台まで軟化

してのもみ合い。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

今のところ今のところ今のところ今のところ 230230230230 円割れは底だが、戻りもまた円割れは底だが、戻りもまた円割れは底だが、戻りもまた円割れは底だが、戻りもまた 260260260260 円台回復はきつい…という状況円台回復はきつい…という状況円台回復はきつい…という状況円台回復はきつい…という状況。となると

240 円台は居心地の良い水準であり、欧州債務危機も中国の景気減速もあまり話題にされず、相

場世界は今、穀物の天候相場の話題で一色になってしまっているだけに、ゴムもあまり動かない

のかもしれない。 

 

今は今は今は今は 235235235235 円～円～円～円～255255255255 円の円の円の円の 20202020 円幅の円幅の円幅の円幅のもみ合いもみ合いもみ合いもみ合い。。。。260260260260 円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。230230230230 円とくれ円とくれ円とくれ円とくれ

ば売りトレンドに変化ば売りトレンドに変化ば売りトレンドに変化ば売りトレンドに変化であり、抜けるまでは逆張り戦法での対処だろうであり、抜けるまでは逆張り戦法での対処だろうであり、抜けるまでは逆張り戦法での対処だろうであり、抜けるまでは逆張り戦法での対処だろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 229.2 6 月 29 日 234.0 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 230.0 6 月 29 日 234.2 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 231.8 6 月 29 日 237.3 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 230.8 6 月 25 日 240.8 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 227.8 6 月 25 日 243.0 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 232.8 6 月 26 日 245.3 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、7 月限 234.0 円～12 月限 245.3 円と 11.311.311.311.3 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。期近には期限切れの現

物が渡ると見られており、順ザヤ幅は拡大傾向だ。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、6/30 現在で 908 トン減の 11,807 トン。5 旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台を挟んでのもみ合い中のまま。 
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タイタイタイタイ政府は政府は政府は政府は、現状の低価格が改善されなければ 150 億バーツ（370 億円）を追加し、介入資金

に上乗せする計画を発表しているが、市場は実効性に疑問を呈し、材料視せず。 

タイ政府が在庫を持とうが、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、235 円～255 円のもみ合いの継続が順当だろう。その中で、どち

らかと言えば売りに分がある相場であると見ている。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \49,400 450 \49,180 970 

7 月 18 日 \49,640 240 \49,440 260 

7 月 19 日 \49,810 170 \50,150 710 

7 月 20 日 \50,020 210 \50,640 490 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『再び戻り高値を突破するようなら高いだろうが、中国の景気刺激策や中東

情勢を材料視するかどうかに掛かっている。逆に、そうこうしているうちにまた欧州問題が出れ

ば、相場は底抜けするだろう。来週中に、トレンドがハッキリするかも…』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 92929292 ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇。5 営業日連続高の反騰で 5 月半ばの水準ま

では戻り、週末は若干下落して 91 ドル台半ばでの終了である。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、おなじく 6 営業日連続高で 5555 万円台を回復万円台を回復万円台を回復万円台を回復。週末には 51,10051,10051,10051,100 円円円円の高値まで記録

である。 

 

○ NY 原油日足（7/19 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/20202020 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 1.1.1.1.22222222 ドルドルドルドル安安安安のののの 91.4491.4491.4491.44 ドルドルドルドル。ドル高で利食い売りが出た格好だ

が、安値も 90.66 ドルと 90 ドル台はキープ。 

国内換算では、15 時半比 290 円安であるが、一時夜間取引で 5 万円は割り込んでいるので織

り込み済み。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 101010106666 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 103103103103 ドルドルドルドル台台台台である。こちらも同様

に、週末は利食いが出たが、堅調な展開だ。 

 

チャートは理想的な押し目買いパターンとなっており、やはりチャートは理想的な押し目買いパターンとなっており、やはりチャートは理想的な押し目買いパターンとなっており、やはりチャートは理想的な押し目買いパターンとなっており、やはり 77777777 ドル台でドル台でドル台でドル台で NYNYNYNY 原油は底打ち原油は底打ち原油は底打ち原油は底打ち

したのだろうしたのだろうしたのだろうしたのだろう。90 ドル台に乗せ、それが決まった格好である。 

今後、どこまで上がるのかは疑問があるが（100 ドル台に乗るかどうか、乗らずに反落するか

も…）、材料は後から付いてくる場合もあるわけで、底を打ったのだから買いで追いかけるべき

だろう。 

 

7/7/7/7/17171717 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

○東京原油日足 

…削除済み… 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,19044,19044,19044,190 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）ま）ま）ま）までででで 19,36019,36019,36019,360 円円円円とととと 2222 万円近く万円近く万円近く万円近く下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場がががが、、、、49,21049,21049,21049,210 円円円円

（（（（7/67/67/67/6））））までまでまでまで 5,0005,0005,0005,000 円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻りの後もみ合いの後もみ合いの後もみ合いの後もみ合い、今度はそれも抜いて、今度はそれも抜いて、今度はそれも抜いて、今度はそれも抜いて 51,00051,00051,00051,000 円台へ円台へ円台へ円台へ。 

 

先週号で『チャートでは 6 月の戻り高値をすでに抜いており、今後今後今後今後 49,21049,21049,21049,210 円も抜くなら強く円も抜くなら強く円も抜くなら強く円も抜くなら強く

なるだろうなるだろうなるだろうなるだろう』としたわけだが、やはりそれを抜いたので相場は上昇を開始した格好である。 
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当方としては、このまま上昇波動に入って行くものと考えており、とりあえず安値から 1 万円

上げの 54,000 円台はあるだろうとの見方だ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \44,000 6 月 26 日 \50,020 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \51,430 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \51,190 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \50,950 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\51,13051,13051,13051,130    7777 月月月月 20202020 日日日日    \44,190 6 月 26 日 \50,820 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \\\\51,10051,10051,10051,100    7777 月月月月 20202020 日日日日    \46,240 7 月 3 日 \50,640 

  

結論として当方の相場観は、相場は底入れ→上昇トレンドへと変化しただろう。大きく買われ

る材料は見当たらないが、材料は後から出てくるものであり、ここは素直にチャートに従うのが

良いだろうと見る。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \62,600 2140 \58,910 1260 

7 月 18 日 \62,260 -340 \59,100 190 

7 月 19 日 \62,980 720 \60,080 980 

7 月 20 日 \63,430 660 \60,580 500 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『53,000 円台で底は打ったような感じで、目先は押

し目買いが有利か。ただし、再び欧州債務危機などの問題が発生するまでは…という事だが』と

コメントした。 

今週の相場展開は、連休明けに急騰した後も上昇を続け、週末には 61616161,060,060,060,060 円円円円と 6 万円を大き

くオーバー。6 月の戻り高値を抜けたことで、上昇に加速が付いてきた展開である。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,35024,35024,35024,350 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、61,06061,06061,06061,060 円（円（円（円（7/7/7/7/20202020）まで）まで）まで）まで

7,6007,6007,6007,600 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰。おおよそ 3 分の戻しとなってきたわけだ。 

 

これは 6666 月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の 59,92059,92059,92059,920 円円円円を超えてきた事が主因であろうを超えてきた事が主因であろうを超えてきた事が主因であろうを超えてきた事が主因であろう。チャートは理想的な底入

れを暗示しており、今の情勢では何故上がるのかの明確な説明は付かないが、だからこそ良いの

かもしれない。誰も慌てて買わないので、気がついたら高くなっているというのが過熱感もなく、

良いわけだから。 

懸念材料だった欧州債務危機は、…中略… 
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一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \57,700 6 月 22 日 \63,640 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \63,940 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \62,400 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \61,450 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \61,930 5 月 30 日 \53,530 6 月 26 日 \60,850 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\61,06061,06061,06061,060    7777 月月月月 20202020 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \60,580 

    

7/7/7/7/20202020 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

7/7/7/7/14141414 現在の現在の現在の現在のガソリガソリガソリガソリン在庫は、ン在庫は、ン在庫は、ン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、底入れ→上昇トレンドへと変化した相場であろう。押し目買いの

継続で、半値戻しの 65,000 円台を目指す相場であろうと見る。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 17 日 \60,340 910 \62,480 1110 

7 月 18 日 \60,560 220 \62,700 220 

7 月 19 日 \61,460 900 \63,620 920 

7 月 20 日 \62,060 600 \64,110 490 

最後に灯最後に灯最後に灯最後に灯油です…油です…油です…油です…先週号においては『基本的には底が入っている相場と見て、押し目買いを継

続。前回戻り高値を抜くようなら、上昇に拍車が掛かるか』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けの急騰から断続的な上昇となり、週末には 64,50064,50064,50064,500 円円円円まで記録。5

月末からの急落前の水準までは、戻してきた格好である。 

○ 東京灯油日足 

…削除済み… 

75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、62,84062,84062,84062,840 円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで）まで）まで）まで

5,8005,8005,8005,800 円戻し円戻し円戻し円戻しててててもみ合いもみ合いもみ合いもみ合いした後、再び上昇を開始したした後、再び上昇を開始したした後、再び上昇を開始したした後、再び上昇を開始した。 

 

現在は64,000円台まで戻したわけで、安値からは7,000円超の戻りの最中。半値戻しの66,000

円台まであっても全然不思議ではなく、しかも先物が最大需要期の 1 月限ゆえ、いずれは思わぬ

高値を付けても不思議ではないだろう。 

 

先週号で『今後、再度高値の 62,840 円を突破するようなら、57,000 円の底打ち→上昇トレン

ド入りが明確になるのだろう』としたが、現状では予測通りの展開である。 
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なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \54,800 6 月 29 日 \62,060 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \62,360 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \63,310 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \63,960 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \\\\64,5964,5964,5964,590000    7777 月月月月 20202020 日日日日    \56,800 6 月 26 日 \64,240 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\64,50064,50064,50064,500    7777 月月月月 20202020 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \64,110 

  

7/7/7/7/20202020 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

7/7/7/7/14141414 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、底入れ→上昇トレンドがハッキリしてきた相場であろう。押し目

買い継続で、秋の大相場に期待したい。 

  

  

  

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、78.47 円での終了。円高は 78.42 円（7/19）まであり、また僅かに円高

が進んでいるわけだ。 

 

メリマンはレポートにて、『77 円はおそらく円高のピークだろう。84.17 円（3/15）を抜けば、

円安が 90 円まで進むだろう…』とコメントしているが、今はまだそうなっていない。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では 95.31 円までの円高があり、あまり騒ぎにはなっていないものの、また

ユーロ安/円高の進行である。 

6/16/16/16/1 の円高ピークであるの円高ピークであるの円高ピークであるの円高ピークである 95.5895.5895.5895.58 円円円円は抜いてしまったわけで、今までならこのパターンは大騒ぎは抜いてしまったわけで、今までならこのパターンは大騒ぎは抜いてしまったわけで、今までならこのパターンは大騒ぎは抜いてしまったわけで、今までならこのパターンは大騒ぎ

で、商品相場の急落なのであるが、今回は全で、商品相場の急落なのであるが、今回は全で、商品相場の急落なのであるが、今回は全で、商品相場の急落なのであるが、今回は全くそうなっていないくそうなっていないくそうなっていないくそうなっていない。。。。相場のテーマが変わってし相場のテーマが変わってし相場のテーマが変わってし相場のテーマが変わってし

まったのだろう。まったのだろう。まったのだろう。まったのだろう。    

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドルも、ドル高/ユーロ安のままである。今までならこのパターンで、金や石油は大き

く下げるわけであるが、今はそうなっていない。 

 やはりこれも、相場のテーマが何か別のものに変わった事を示唆しているものと思われる。や

はり相場は、1＋1＝2 となるものではなく、気のうつろいなのだろうと思う。きっと相場は、科
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学では図りきれないものなのだろう。 

 

 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

 


